
活動名 グループフルーツバスケット（★★） 分類
ふれあい
プログラム

準備 ホワイトボードにフルーツなどの種類を書いておく。 対象 小学生以上

ねらい・効果 大人数が一斉に動き回り、楽しく交流できる。 人数 ２０人以上

安全配慮事項 走り回るので、参加者同士の衝突に気をつける。 時間 ２０分程度

内容

手順

言葉がけ例

効果的な支援

備考

５人程度のグループをつくり、事前に全グループ共通で「いちご・ぶどう・メロ
ン・みかん・りんご」などの名前（役割）を決め、各グループの中で誰が何にな
るかを決める。オニが呼んだ名前の人たちは自分のいたグループから離れ
て、別のグループに入る。

１　各グループがほぼ同じ人数になるようにグループをつくる。
２　全グループ共通で「いちご・ぶどう・メロン・みかん・りんご」など（魚の名前
や車の名前など何でもOK)の名前（役割）を決め、各グループの中で誰が何
になるかを決める。
３　オニが「いちご！」と言ったら、各グループの「いちご」たちは自分のいた
グループから離れて、別のグループの「いちご」になる。その間にオニもさり
げなく「いちご」になり紛れ込んでしまう。グループに入れず余ってしまった
「いちご」が次のオニとなる。
４　オニが「フルーツバスケット！」と言ったら、グループ全員が解散するが、
自分の役割はそのままで、新しく５種類全部がそろったグループをつくる。

「名前を呼ばれなかった人たちに何かできることはあるかな」

人数の均整は、オニをグループ（複数人）にしてもよいし、例えば４人グルー
プ、５人グループが混在していても、それを全員が把握していれば問題な
い。


